　特定建築物定期点検作業仕様書

１．目的
○○○○○○（以下甲という）と○○○○○（以下乙という）とは
甲が受託している当該建築物を建築基準法第１２条第２項の規定に基づき国土交通大臣が認める乙の資格者に点検を依頼し毎年報告を行う。
この定期報告制度は、多数の人が利用する建築物にもうけられた防災および衛生上重要
な建築設備等の維持管理の現状について、その所有者または管理者が的確に把握し、災害を未然に防止する事を目的とするものである。

２．対象建築物の概要
　　住所　　　　　
　　名称　　　　　
　　
３．特定建築物定期点検の内容
建築物の敷地および地盤、外壁、屋上、内部、防火および避難施設の状況について
点検し、指摘なし・要是正どちらかの判定を行う。
具体的な点検内容については、一般財団法人日本建築防災協会発行特定建築物
調査業務基準ならびに平成２０年国土交通省告示第２８２号による。

４．点検の連絡
乙は、作業計画書を甲に提出後、作業実施の１週間前までに甲の担当者へ連絡し、
了承を得なければならない。

５．点検方法
[bookmark: _GoBack]　点検については、関係法規ならびに○○○○との委託契約約款を遵守すること。また、作業には原則として甲の係員が立ち会うこととする。

６．有資格者
　点検は、関係法令に基づき必要な有資格者が行うこととする。なお甲の係員の指示が
ある場合は、速やかに有資格者を証明する書類を提出すること。

７．安全の確保
　点検中は、自ら事故およびけがのないように十分注意すること。

８．損傷の責任
　点検中建物に付帯する箇所を損傷した場合は、甲と対応・復旧方法を協議し、乙の責任において処理するものとする。
９．点検の完了
　点検の完了時には、甲に点検終了報告を行い、点検完了確認を受けることとする。


１０．提出書類
　点検完了後、速やかに報告書を提出すること。

１１．軽微な変更
　本仕様書に明記なき事項または疑義を生じた場合は、甲と協議の上指示に従うものと
する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上　



